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（
一
）
問
題
の
所
在

　

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
摂
関
家
出
身
の
天
台
僧

慈
円
の
著
述
『
愚
管
抄
』
は
、
中
世
の
政
治
史
、
思
想
史
、
宗
派
史
、
国

文
学
の
研
究
等
々
、
多
分
野
か
ら
重
宝
さ
れ
る
歴
史
書
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
未
だ
に
『
愚
管
抄
』
の
本
文
及
び
伝
本
に
関
す
る
基
礎
的
な
研

究
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

近
年
、坂
口
太
郎
氏
の
提
起（
１
）に

よ
っ
て
、底
本
を
い
か
に
選
定
す
る
か
、

古
態
を
残
す
本
文
は
ど
の
よ
う
に
見
極
め
る
べ
き
か
、『
愚
管
抄
』
研
究

光
圀
本
系
『
愚
管
抄
』
伝
来
考

─
成
簣
堂
文
庫
本
・
天
理
本
・
新
出
写
本
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て児

島
啓
祐

の
基
幹
を
問
い
な
お
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
新
出
写
本

の
紹
介
と
、
そ
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
基
礎
的
な
考
察
を
通
じ
て
、『
愚

管
抄
』
の
諸
本
関
係
の
一
端
を
解
明
す
る
こ
と
で
以
上
の
課
題
に
応
え
つ

つ
、
む
し
ろ
後
出
と
見
ら
れ
る
『
愚
管
抄
』
の
写
本
こ
そ
、
近
世
の
学
問

交
流
を
見
据
え
た
『
愚
管
抄
』
の
享
受
論
を
展
開
す
る
上
で
不
可
欠
な
研

究
対
象
と
な
り
得
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

　

近
世
の
修
史
事
業
を
め
ぐ
る
学
問
交
流
に
関
し
て
は
、
前
稿（
２
）に
お
い
て

江
戸
幕
府
の
命
に
よ
り
『
本
朝
通
鑑
』
の
編
纂
を
担
っ
た
林
鵞
峰
と
、
江

戸
前
期
の
好
文
大
名
、
島
原
藩
主
、
鵞
峰
の
弟
子
で
も
あ
っ
た
松
平
忠
房

と
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
、
島
原
本
の
分
析
を
通
じ
て
浮
か
び
上
が
ら
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せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
彰
考
館
を
設
立
し
て
『
大
日
本
史
』

の
編
纂
事
業
を
興
し
た
徳
川
光
圀
と
、
青
蓮
院
と
の
密
接
な
関
係
が
浮
か

び
上
が
る
写
本
と
し
て
、
成
簣
堂
文
庫
本
・
天
理
本
及
び
同
系
統
と
見
ら

れ
る
新
出
の
『
愚
管
抄
』
写
本
を
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。

（
二
）
新
出
写
本
の
紹
介
と
諸
本
に
お
け
る
位
置
づ
け

　

ま
ず
は
、
新
出
写
本
（
以
下
、
和
田
本
）
の
書
誌
を
次
に
掲
げ
る
。

【
書
誌
】
和
田
琢
磨
氏
蔵
の
二
冊
写
本
（
巻
五
・
六
の
零
本
）。
四
目
綴
、

原
装
渋
引
き
表
紙
（
横
刷
毛
目
）、
縦
二
七
．
六
糎
、
横
二
〇
．
二
糎
、

料
紙
楮
紙
。
外
題
は
表
紙
中
央
に
打
付
書
で
「
愚
管
鈔
五

」「
愚
管
鈔
六

」

と
あ
る
。
巻
五
の
表
紙
右
肩
に
は
直
書
で
「
重
本
」
と
あ
り
、「
此
巻

重
本
ニ
ナ
ル
」
の
貼
紙
が
あ
る
。
内
題
は
、
一
丁
表
冒
頭
に
「
愚
管
鈔

五
」
と
あ
る
。
扉
に
別
筆
で
「
愚
管
鈔
第
五
」
と
見
え
る
（
巻
六
に
は

見
え
な
い
）。
巻
六
は
一
丁
表
に
「
愚
管
抄
」
と
あ
る
。
小
口
（
地
）

に
も
、「
愚
管
鈔
五
」「
愚
管
鈔
六
全
」
と
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。
蔵
書
印

は
、
外
題
の
下
部
に
、
朱
の
長
方
印
（
縦
二
．
四
糎
、
横
二
．
七
糎
）「
談

峰
寿
命
院
印
」、
一
丁
表
に
朱
の
正
方
印
（
一
辺
五
．
九
糎
）「
青
蓮
王
府
」

が
捺
さ
れ
て
い
る
。
和
田
本
と
同
様
の
蔵
書
印
を
有
す
る
七
冊
揃
い
の

伝
本
が
天
理
図
書
館
に
所
蔵（

３
）（

村
岡
典
嗣
氏
旧
蔵
）
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
本
書
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。
巻
五
、五
十
二
丁
。

巻
六
、四
十
八
丁
。
巻
五
の
裏
表
紙
見
返
し
の
内
側
に
「
私
考
引　

古

日
巧
者
」
と
あ
る
。
本
文
片
面
片
仮
名
九
行
書
写
。

　

片
面
九
行
書
写
で
か
つ
片
仮
名
の
写
本
で
現
在
知
ら
れ
て
い
る
も
の

は
、
島
原
本
甲
本
巻
四
～
七
、
阿
波
本
、
天
理
本
で
あ
る
。
特
に
和
田
本

は
、
傍
線
部
に
示
し
た
通
り
、
蔵
書
印
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
天
理

本
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
目
さ
れ
る
。

　

従
来
、天
理
本
は
ほ
と
ん
ど
研
究
の
俎
上
に
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
。

村
岡
典
嗣
氏（
４
）に

よ
り
校
訂
の
参
考
に
な
る
写
本
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
後
、

塩
見
薫
氏（
５
）に

よ
っ
て
彰
考
館
本
と
の
近
似
性
が
指
摘
さ
れ
、
具
体
的
に
校

訂
上
参
照
す
べ
き
箇
所
（
後
述
）
が
提
示
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
本
文
の

性
格
や
伝
来
史
的
位
置
づ
け
が
不
明
な
ま
ま
で
あ
り
、
和
田
本
の
出
現
に

よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
、
天
理
本
の
性
質
や
意
義
が
浮
か
び
上
が
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

天
理
本
及
び
和
田
本
を
位
置
づ
け
る
に
あ
た
り
、
注
目
す
べ
き
写
本
が

成
簣
堂
文
庫（
６
）に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
成
簣
堂
本
の
箱
書
に
「
天
和
二
年
五

月
廿
三
日
水
戸
中
納
言
光
圀

進
呈
之
」
と
見
え
る
た
め
、
本
稿
で
は
以
下
、

光
圀
本
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
光
圀
本
の
一
丁
表
に
は
「
青
蓮
王
府
」
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和田本巻五和田本巻六

「青蓮王府」（巻五）

「談峰寿命院印」（巻六）
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の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
光
圀
が
青
蓮
院
に
寄
進
し
た
一

本
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
光
圀
本
に
は
多
武
峰
の
蔵
書

印
は
な
く
、
片
面
一
〇
行
書
で
あ
る
。

　

光
圀
が
青
蓮
院
に
『
愚
管
抄
』
を
寄
進
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
天
理

本
巻
一
扉
裏
に
見
え
る
次
の
書
写
奥
書
が
参
考
に
な
る
。

五
百
年
忌
ノ
弔
享
保
九
甲
」
於
二

青
御
門
主
一

執
行
」
愚
管
鈔
七
巻
慈
鎮
和

尚
作
也 

元
禄
年
中
」
水
戸
黄
門
」
光
圀
公
写
シ
青
蓮
院
尊
証
親
王
江

被
レ

進
セ

」
享
保
第
十
一
年
丙
午
秋
奉
リ
レ

請
ヒ
二

粟
田
口
ノ

御
本
ヲ
一

」
謄
写
了

ヌ

談
峰
蓮
光
院
光
栄
（
天
理
本
巻
一
）

　

天
理
本
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
天
理
本
の
親
本
は
徳
川
光
圀
が
元
禄

（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
年
中
に
書
写
し
青
蓮
院
尊
証
親
王
に
進
呈
し

た
写
本
、
す
な
わ
ち
光
圀
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。「
粟
田
口
ノ

御

本
」
す
な
わ
ち
光
圀
本
を
、
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
に
多
武
峰
の
塔

頭
、
蓮
光
院
の
光
栄
と
い
う
学
僧
が
書
写
し
た
、
と
あ
る
。
蓮
光
院
乃
至

光
栄
と
、
同
じ
く
多
武
峰
の
塔
頭
で
あ
る
寿
命
院
と
の
関
係
は
現
状
不
明

で
あ
り
「
談
峰
寿
命
院
印
」
の
伝
来
事
情
は
未
詳
な
が
ら
、
少
な
く
と
も

以
上
の
識
語
に
よ
っ
て
、青
蓮
院
と
多
武
峰
の
繋
が
り
は
確
か
め
ら
れ
る
。

青
蓮
院
の
光
圀
本
を
写
し
た
際
に
「
青
蓮
王
府
」
が
捺
さ
れ
、
多
武
峰
に

蔵
さ
れ
た
際
に
「
談
峰
寿
命
院
印
」
が
捺
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
確
実
で

あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
和
田
本
に
も
同
じ
よ
う
に
二
種
の
蔵
書

印
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
天
理
本
及
び
和
田
本
は
、
書
承
関
係
に
は
な
く
、
そ
の
都
度
、

親
本
の
光
圀
本
を
参
照
し
て
書
写
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
両
者
は
親
子
で
は
な
く
、兄
弟
関
係
に
あ
る
と
目
さ
れ
る
。以
下
、

三
種
の
写
本
を
光
圀
本
系
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

以
上
の
見
通
し
に
立
っ
て
、
本
節
で
は
以
下
、
巻
五
を
中
心
と
す
る
校

異
に
よ
っ
て
、
和
田
本
が
、
形
態
面
の
み
な
ら
ず
、
光
圀
本
系
の
本
文
を

有
す
る
写
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
き
た
い
。
比
較
す
る
の
は
、
光
圀

本
系
三
種
に
加
え
、
次
に
掲
げ
る
江
戸
初
期
～
中
期
に
お
け
る
主
要
な
写

本
六
種
で
あ
る
。引
用
す
る
際
に
は
当
該
写
本
の
名
称
の
頭
文
字
で
示
す
。

図
書
寮
本
（
函
号
：
三
五
〇
─
三
二
六
（
複
四
二
五
七
））
文
明
八

（
一
四
七
六
）
年
の
本
奥
書
を
有
す
る
江
戸
初
期
の
写
本
で
あ
り
、

国
史
大
系
の
底
本
で
あ
る
。
文
明
本
系
の
最
古
写
本
で
あ
る
。

紅
葉
山
文
庫
本
（
函
号
：
特
一
〇
七
─
〇
〇
〇
二
）　

国
立
公
文
書

館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
近
世
初
期
の
写
本
で
あ
る
。
図
書
寮
本
と
は
親

子
乃
至
兄
弟
関
係
に
あ
り
、
文
明
本
系
の
一
本
で
あ
る
。

東
洋
文
庫
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
請
求
記
号
Ｎ
三
〇
五
二
）　

東
洋
文
庫
所
蔵
で
、
紅
葉
山
文
庫
本
と
行
取
り
も
含
め
極
め
て
近
い
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本
文
を
有
す
る
文
明
本
系
の
写
本
で
あ
る
。
巻
二
、六
、七
を
欠
く
残

欠
本
で
あ
る
。

林
家
本
（
函
号
：
一
三
八
─
〇
〇
五
六
）　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文

庫
所
蔵
で
、
元
は
紅
葉
山
文
庫
本
の
副
本
と
し
て
作
ら
れ
た
林
鵞
峰

旧
蔵
の
写
本
で
あ
る
。
寛
文
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）
年
間
の
写

し
で
あ
る
。
文
明
本
系
と
近
似
す
る
も
の
の
、
ま
ま
校
訂
が
加
え
ら

れ
、
片
仮
名
表
記
や
漢
字
表
記
の
増
加
が
顕
著
な
江
戸
前
期
の
写
本

で
あ
る
。
後
に
巻
二
を
後
補
し
た
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
。

彰
考
館
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
番
号
七
三
─
三
二
─

三
一
）　

彰
考
館
文
庫
所
蔵
の
延
宝
六
（
一
六
七
八
）
年
の
書
写
奥

書
を
有
す
る
一
本
で
あ
る
。
巻
一
・
三
が
一
二
行
平
仮
名
・
漢
字
交

じ
り
表
記
、
巻
四
～
七
が
一
〇
行
片
仮
名
・
漢
字
交
じ
り
表
記
の
取

り
合
わ
せ
本
で
あ
る
。
光
圀
の
修
史
事
業
に
お
い
て
蒐
集
さ
れ
た
写

本
の
一
つ
で
あ
り
、巻
四
～
七
は
林
家
本
と
近
似
す
る
本
文
で
あ
る
。

表
紙
等
の
形
態
面
は
光
圀
本
に
極
め
て
近
く
、
彰
考
館
本
の
傍
注
を

踏
ま
え
修
訂
さ
れ
た
本
文
が
光
圀
本
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

滋
野
井
本
（
函
号
ヤ
─
一
七
六
）
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
新
出

写
本
で
あ
る
。
帙
左
肩
題
箋
に
「
愚
管
抄　

寛
永
享
保
写　

滋
野
井

公
澄
旧
蔵　

七
冊
」
と
あ
る
。
片
面
一
二
行
書
写
で
、
漢
字
平
仮
名
・

片
仮
名
交
じ
り
表
記
で
あ
り
、
巻
二
末
尾
に
は
彰
考
館
本
と
同
じ
文

面
の
本
奥
書
が
認
め
ら
れ
る
。
彰
考
館
本
を
親
本
と
す
る
江
戸
中
期

の
写
本
で
あ
る
。

天
理
本
（
函
号
二
一
〇
イ
二
七
）　

天
理
図
書
館
所
蔵
。
前
述
。

和
田
本
（
個
人
蔵
）　

前
述
。

島
原
本
（
函
号
三
五
八
─
二
七
七
─
四
）　

肥
前
島
原
松
平
文
庫
所

蔵
。巻
一
は
正
和
二（
一
三
一
三
）年
、巻
三
は
貞
治
六（
一
三
六
七
）

年
の
本
奥
書
を
有
す
る
一
〇
行
書
で
あ
り
、
巻
四
～
七
は
林
家
本
を

底
本
と
す
る
九
行
書
、
重
複
し
て
い
る
巻
一
と
、
同
じ
形
態
を
有
す

る
巻
二
の
二
冊
は
東
山
御
文
庫
蔵
の
一
巻
本
（
函
号
勅
封
一
二
〇
─

二
六
）
に
近
似
す
る
本
文
を
有
す
る
八
行
書
で
あ
る
。
松
平
忠
房
の

蔵
書
印
を
有
し
て
お
り
、
江
戸
前
期
の
写
し
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
。

　

次
に
掲
げ
る
「『
愚
管
抄
』
巻
五　

校
異
」
は
、
天
理
本
以
後
に
書
写

さ
れ
た
こ
と
が
確
実
な
天
明
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
函
号
ヤ
二
─

一
二
七
）
及
び
河
村
本
（
名
古
屋
市
立
舞
鶴
中
央
図
書
館
蔵　

国
文
学
研

究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
番
号
八
〇
─
八
九
─
五
九
）
を
除
い
た
江
戸
初
期
か

ら
中
期
に
掛
け
て
の
主
要
な
写
本
の
内
、
特
に
異
同
が
認
め
ら
れ
る
箇
所

を
、
一
九
箇
所
抽
出
し
て
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
和
田
本
と
一
致
す
る

本
文
に
傍
線
を
施
し
た
。
該
当
箇
所
に
つ
い
て
は
参
考
ま
で
に
日
本
古
典
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文
学
大
系
『
愚
管
抄
』
の
頁
数
も
付
し
た
。

『
愚
管
抄
』
巻
五　

校
異

（
１
）
紅
・
東
・
島
・
林
・
彰
・
滋
・
光
「
ヲ
ハ
マ
シ
テ
」、
和
・
天
・

図
「
ヲ
ハ
シ
マ
シ
テ
」（
大
系
二
二
五
頁
「
ヲ
ハ
（
シ
）
マ
シ
テ
」）

（
２
）
図
・
紅
・
東
・
島
・
林
「
以
テ
参
リ
テ
ワ
タ
ナ
ン
ト
シ
ケ
リ
」、

彰
・
滋
・
光
・
和
・
天
「
持
テ
参
リ
テ
ワ
タ
シ
ナ
ン
ト
シ
ケ
リ
」（
滋
・

和
と
も
に
「
ナ
」
の
傍
記
に
「
サ
カ
」
と
あ
る
）（
大
系
二
二
九
頁
「
ワ

タ
（
シ
）
ナ
ン
ド
シ
ケ
リ
」

（
３
）
島
「
リ
タ
セ
テ
」（
別
筆
で
横
画
を
加
え
「
サ
」
に
作
る
）、
図
・

紅
・
東
・
林
・
彰
・
滋
「
サ
タ
セ
テ
」、
光
・
和
・
天
「
サ
マ
セ
テ
」

（
大
系
二
三
〇
頁
「
サ
タ
セ
デ
」）

（
４
）
図
・
紅
・
東
・
島
・
林
・
彰
・
滋
・
光
・
和
・
天
「
マ
ユ
ト

シ
ク
」（
和
の
み
、「
ユ
」
の
傍
記
に
「
コ
カ
」
と
あ
る
）（
大
系

二
三
〇
頁
「
マ
コ
ト
シ
ク
」）

（
５
）
図
・
紅
・
東
・
島
・
林
・
彰
・
滋
「
義
朝
カ
子
ノ
頼
朝
ヲ
ハ
」、

光
・
和
・
天
「
義
朝
ヲ
ハ
」（
和
、「
義
」
の
傍
記
に
「
頼
カ
」
と
あ

る
。
天
は
貼
紙
で
「
義
朝　

原
本
」
と
示
す
。）（
大
系
二
三
八
頁
「
義

朝
ガ
子
ノ
頼
朝
ヲ
バ
」）

（
６
）
図
・
紅
・
東
・
島
・
林
・
彰
・
滋
「
サ
テ
主
殿
二
條
院

」、
光
・
和
・

天
「
去
テ

主
殿
二
條
院

」（
和
の
み
「
テ
」
が
な
い
。）（
大
系
二
三
九
頁
「
サ

テ
主
上
二
條
院

」）

（
７
）
図
・
紅
・
東
・
島
・
林
・
彰
「
大
切
ナ
リ
ニ
テ
」、
彰
「
大
切

ナ
リ
ニト

テ
」、
滋
・
光
・
天
・
和
「
大
切
ナ
リ
ト
テ
」（
大
系
二
四
〇

頁
「
大
切
ナ
リ
ニ
テ
」）

（
８
）
図
・
紅
・
東
・
林
・
島
「
シ
ロ
シ
メ
サ
ン
」（
図
、
東
は
平
仮

名
）、
彰
・
滋
・
光
・
和
・
天
「
シ
ロ
シ
メ
サ
レ
ン
」（
大
系
二
四
二

頁
「
シ
ロ
シ
メ
サ
（
レ
）
ン
」）

（
９
）
図
・
紅
・
東
・
島
・
林
「
信
仰
シ
タ
リ
ケ
ル
ヘ
ハ
ヤ
」、
彰
「
信

仰
シ
タ
リ
ケ
ル
・
ヘ
ハ
ヤ
（
・
右
傍
に
「
ウ
」）」、
滋
・
光
・
和
・

天
「
信
仰
シ
タ
リ
ケ
ル
ウ
ヘ
ハ
ヤ
」（
大
系
二
四
三
頁
「
信
仰
シ
タ

リ
ケ
ル
ヘ
、
ハ
ヤ
」）

（
10
）
図
・
紅
・
東
・
島
・
林
「
瘡
カ
ミ
テ
」、
彰
「
瘡
カヤ

ミ
テ
」、
滋
・

光
・
和
・
天
「
瘡
ヤ
ミ
テ
」（
大
系
二
四
四
頁
「
瘡
ヤ
ミ
テ
」）

（
11
）
図
・
紅
・
東
・
島
・
林
「
器
量
ト
云
モ
ノ
一
ニ
ソ
大
切
ナ
レ
」、

彰
「
器
量
ト
云
モ
ノ
一
ニ
ソ
大
切
ナ
レ
（
・
右
傍
に
「
コ
」）」、
滋
・

光
・
和
・
天
「
器
量
ト
云
モ
ノ
一
コ
ソ
大
切
ナ
レ
」（
大
系
二
四
七

頁
「
器
量
ト
云
モ
ノ
一
ニ
ゾ
大
切
ナ
レ
」）

（
12
）
図
・
紅
・
林
・
島
「
ヤ
ス
ラ
ヌ
コ
ト
」、
東
「
ヤ
ス
コ
ト
」、

彰
「
ヤ
ス
ラ
・
ヌ
コ
ト
（
・
右
傍
「
カ
」）」、
滋
・
光
・
和
・
天
「
ヤ

ス
ラ
カ
ヌ
コ
ト
」（
大
系
二
五
〇
頁
「
ヤ
ス
（
カ
）
ラ
ヌ
コ
ト
」）
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（
13
）
紅
・
島
・
林
・
彰
・
滋
「
フ
カ
ク
ノ
ミ
タ
ル
」、
東
「
フ
カ
ク

ミ
タ
ル
」、
図
・
光
・
和
・
天
「
フ
カ
ク
タ
ノ
ミ
タ
ル
」（
和
、「
頼
」

と
漢
字
表
記
）（
大
系
二
五
二
頁
「
フ
カ
ク
（
タ
）
ノ
ミ
タ
ル
」）

（
14
）
図
・
紅
・
東
・
滋
「
上
下
ノ
御
ノ
内
」、
林
・
島
・
彰
・
光
・
和
・

天
「
上
下
ノ
御本

ノ
マ
ヽ

ノ
内
」（
大
系
二
五
二
頁
「
上
下
ノ
御本

ノ

ミ
ノ
内
」）

（
15
）
図
・
紅
・
東
「
鎧
─
カ
ブ
ト
」、
島
・
林
・
彰
・
滋
・
光
・
和
・

天
「
冑
─
甲
」（
大
系
二
五
二
頁
「
冑
─
甲
」）

（
16
）
図
・
紅
・
東
・
島
・
林
・
彰
・
滋
「
宗
盛
ソ
家
ヲ
嗣
テ
沙
汰

シ
ケ
ル
」
以
下
、
六
行
～
十
三
行
半
分
の
空
白
）、
光
・
和
・
天
「「
空

白
な
し
」（
大
系
二
五
三
頁
）

（
17
）
図
・
紅
・
東
・
島
・
林
「
内
ヲ
ク
ミ
」、
彰
「
内
グ
ミシ

」、
滋
・

光
・
和
・
天
「
内
ヲ
ク
シ
」（
大
系
二
五
四
頁
「
内
ヲ
グ
シ
」）

（
18
）
図
・
紅
・
東
「
ヒ
シ
ト
」、
島
・
林
・
彰
・
滋
・
光
・
和
・
天

「
ヒ
ト
シ
ト
」（
大
系
二
五
八
頁
「
ヒ
シ
ト
」）

（
19
）
図
・
紅
「
頸
ト
リ
テ
木キ

曽ソ

ノ
」、
東
・
島
・
林
・
彰
「
頸
ト
リ

テ
木
曽
ノ
」、
滋
・
光
「
頸
ト
リ
テ
ケ
リ
木
曽
ノ
」、
和
・
天
「
頸
ト

リ
テ
ケ
リ
ソ
ノ
」（
大
系
二
六
二
頁
「
頸
ト
リ
テ
キ
。
ソ
ノ
」）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
諸
本
で
異
同
が
多
い
箇
所
に
お
い
て
も
、
光
圀
本
系

の
本
文
は
お
よ
そ
一
致
す
る
。三
本
の
み
一
致
す
る
場
合
は
、（
３
）・（
５
）・

（
６
）・（
11
）・（
16
）
の
よ
う
に
五
例
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
底
本
の
光

圀
本
を
写
す
際
に
、
天
理
本
や
和
田
本
で
は
校
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、（
１
）
や
（
19
）
に
よ
っ
て
見
出
せ
る
。

　

さ
ら
に
、
光
圀
本
系
に
も
う
一
本
を
加
え
、
四
種
の
写
本
が
一
致
す
る

場
合
を
次
に
確
認
し
た
い
。

光
圀
本
系
・
図
書
寮
本
が
一
致
す
る
場
合
：
一
例
（
13
）

光
圀
本
系
・
滋
野
井
本
が
一
致
す
る
場
合
：
七
例（
２
）・（
７
）・（
９
）・

（
10
）・（
11
）・（
12
）・（
17
）

　

図
書
寮
本
は
諸
本
中
で
は
比
較
的
本
文
の
乱
れ
が
少
な
い
良
質
な
古
写

本
（
近
世
初
期
）
で
あ
る
。
滋
野
井
本
は
彰
考
館
本
を
底
本
と
す
る
本
文

で
、
校
訂
が
多
く
加
え
ら
れ
た
近
世
中
期
の
本
文
で
あ
る
。
同
じ
く
彰
考

館
本
を
底
本
と
し
つ
つ
、
右
傍
の
書
き
入
れ
を
参
照
し
な
が
ら
校
訂
し
た

本
が
光
圀
本
で
あ
る
こ
と
は
、（
９
）・（
10
）・（
11
）・（
12
）・（
17
）
に
よ
っ

て
知
ら
れ
る
。
彰
考
館
本
は
延
宝
六
（
一
六
七
八
）
年
に
巻
二
を
京
都
の

菅
原
為
庸
か
ら
借
り
受
け
て
書
写
し
、
完
成
に
至
っ
た
取
り
合
わ
せ
本
文

で
あ
り
、平
仮
名
及
び
片
仮
名
表
記
や
異
な
る
行
数
が
混
在
す
る
様
態（
巻

一
・
三
が
一
二
行
平
仮
名
書
、
巻
四
か
ら
七
は
一
〇
行
片
仮
名
書
（
巻
四
に
平
仮
名
が
混

じ
る
）、
巻
二
は
一
〇
行
片
仮
名
書
）
で
あ
り
、
七
行
分
の
空
白
箇
所
が
見
ら
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れ
る
等
の
本
文
の
乱
れ
（
６
）
も
見
ら
れ
る
が
、
青
蓮
院
に
寄
進
さ
れ
た

光
圀
本
に
お
い
て
は
、
片
面
一
〇
行
、
片
仮
名
表
記
へ
と
統
一
さ
れ
、
本

文
が
整
え
ら
れ
て
い
る
（
表
紙
は
彰
考
館
本
に
近
似
）。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

光
圀
本
は
、
青
蓮
院
尊
証
親
王
へ
寄
贈
す
る
に
あ
た
り
清
書
さ
れ
た
校
訂

本
で
あ
っ
た
こ
と
、
光
圀
本
を
多
武
峰
の
学
僧
が
さ
ら
に
校
訂
し
な
が
ら

写
し
た
も
の
が
天
理
本
及
び
和
田
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

和
田
本
及
び
天
理
本
の
校
訂
の
跡
は
右
傍
や
貼
紙
の
注
記
に
残
さ
れ
て

い
る
。
次
節
で
は
注
記
に
着
目
し
て
、
和
田
本
と
天
理
本
の
関
係
や
そ
の

性
質
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

（
三
）
和
田
本
と
天
理
本
の
関
係

─
原
本
注
記
に
着
目
し
て

　

前
節
で
は
和
田
本
と
天
理
本
の
類
似
点
を
多
く
示
し
た
が
、
一
方
で
両

者
に
は
用
字
表
記
・
本
文
内
容
の
異
同
も
確
か
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
こ

と
は
、
こ
の
二
本
が
兄
弟
関
係
に
あ
っ
て
、
底
本
を
写
す
際
に
、
校
訂
を

積
極
的
に
加
え
た
か
否
か
の
書
写
態
度
の
違
い
に
起
因
す
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　

天
理
本
と
和
田
本
の
関
係
を
論
じ
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
は
両
者
が
同

じ
書
架
に
置
か
れ
て
い
て
、
巻
五
と
六
の
入
れ
替
わ
り
が
起
き
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
両
本
が
同
じ
場
所
に
所
蔵
さ
れ

て
い
た
と
考
え
る
根
拠
は
、
次
に
掲
げ
る
「
重
本
」
を
め
ぐ
る
貼
紙
や
表

紙
右
肩
の
直
書
で
あ
る
。
和
田
本
巻
五
の
表
紙
に
、「
此
巻
重
本
ニ
ナ
ル
」

の
貼
紙
や
、
右
肩
に
直
書
の
「
重
本
」
の
文
字
が
見
え
る
の
と
全
く
同
様

に
、
実
は
天
理
本
の
巻
六
の
表
紙
の
右
肩
に
も
「
重
本
」
と
見
え
る
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
重
本
」
と
書
か
れ
て
い
る
和
田
本
巻
五
及
び
天
理

本
巻
六
が
本
来
の
一
組
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
以
下
、
こ
の
二
冊
を
重

本
と
呼
ぶ
）。
と
す
れ
ば
「
談
峰
蓮
光
院
光
栄
」
が
享
保
一
一
年
に
写
し
た

本
は
、
天
理
本
巻
一
～
五
・
七
及
び
和
田
本
巻
六
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
（
以
下
、
こ
の
七
冊
を
光
栄
本
と
呼
ぶ
）。
上
述
の
内
容
を
整
理
し
た
も

の
が
次
に
掲
げ
る
表
で
あ
る
。

巻
一

巻
二

巻
三

巻
四

巻
五

巻
六

巻
七

光
栄
本
天
理
本
天
理
本
天
理
本
天
理
本
天
理
本
和
田
本
天
理
本

重
本

─

─

─

─
和
田
本
天
理
本

─

　

以
上
の
よ
う
に
、
同
じ
書
架
に
あ
っ
て
、
本
が
混
ざ
っ
て
し
ま
い
、
さ

ら
に
別
々
に
流
出
し
た
と
見
ら
れ
る
の
は
、
親
本
で
あ
る
光
圀
本
と
の
比

較
に
よ
っ
て
書
写
態
度
の
違
い
が
明
白
に
浮
か
び
上
が
る
か
ら
で
あ
る
。

　

前
者
の
重
本
は
、
行
取
り
は
全
く
意
識
さ
れ
ず
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、

本
文
は
比
較
的
親
本
を
尊
重
し
て
写
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
漢
字
表
記
の
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増
加
が
多
く
起
き
て
い
る
。
一
方
、
後
者
の
光
栄
本
は
、
光
圀
本
と
ほ
と

ん
ど
行
末
の
文
字
が
一
致
し
て
お
り
、
仮
名
表
記
も
含
め
て
忠
実
な
書
写

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
時
折
大
き
な
校
訂
の
跡
も
見
出
せ
る
。

　

両
者
の
書
写
態
度
の
違
い
に
つ
い
て
、
以
下
、
本
節
で
は
、
重
本
巻
六

及
び
光
栄
本
巻
六
の
比
較
を
通
じ
て
具
体
的
に
示
し
て
い
き
た
い
。

　

重
本
巻
六
に
は
、
右
傍
や
貼
紙
に
、
青
蓮
院
所
蔵
の
原
本
、
す
な
わ
ち

光
圀
本
が
ど
の
よ
う
な
本
文
で
あ
っ
た
か
を
知
る
手
掛
か
り
が
残
さ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
光
栄
本
巻
六
（
四
丁
表
・
七
行
目
）「
能
保
イ
モ
ウ

ト
ノ
男夫

」
と
、
重
本
の
当
該
箇
所
で
は
「
能
保
妹イ
モ
ウ
ト
　
本
ノ
マ
ヽ

ト
ノ
夫
」
と
あ
る
。
つ

ま
り
光
圀
本
で
は
、「
イ
モ
ウ
ト
」
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
重
本
で
は
「
妹

ト
」と
表
記
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。一
方
で
、光
圀
本
に「
夫
」

と
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
光
栄
本
で
は
男
に
校
訂
さ
れ
原
文
が
右
傍
に
残
さ
れ

て
い
る
。
用
字
表
記
は
忠
実
な
が
ら
本
文
内
容
が
改
変
さ
れ
る
特
色
が
光

栄
本
に
は
認
め
ら
れ
る
。
他
の
原
本
注
記
の
事
例
も
以
下
に
、
あ
げ
て
お

き
た
い
。

重
本
巻
六
の
「
本
ノ
マ
ヽ
」
注
記

（
a
）
光
栄
本
四
丁
表
八
行
目
「
ソ
ノ
イ
モ
ウ
ト
ノ
腹
ノ
ム
ス
メ
」、

重
本
「
其
妹
イ
モ
ウ
ト 

ノ
本
ノ
マ
ヽ

腹
ノ

娘

ム
ス
メ
　
本
ノ
マ
ヽ」

（
b
）
光
栄
本
一
〇
丁
裏
五
行
目
「
院
モ
今
ハ
ヤ
ウ
〳
〵
」、
重
本
「
院

和田本巻五　表紙和田本巻六　表紙
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モ
今
ハ
漸ヤ
ウ
〳
〵々

」
※
傍
記
は
朱

（
c
）
光
栄
本
一
〇
丁
裏
七
行
目
「
タ
シ
カ
ナ
ル
ユ
ル
サ
レ
モ
」、
重

本
「
慥
ナ
ル
免ユ
ル

サ
レ
モ
」
※
傍
記
は
朱
。

（
d
）
光
栄
本
一
二
丁
裏
七
行
目
「
頼
朝
カ
拝
賀
ノ
ト
モ
」、
重
本
「
頼

朝
カ
拝
賀
ノ
供ト
モ

」

（
e
）
光
栄
本
一
九
丁
表
三
行
目
「
摂
政
ニ
ナ
リ
テ
」、
重
本
「
摂
政

ニナ
リ
　
本
ノ
マ
ヽ

成
テ
」

（
f
）
光
栄
本
二
〇
丁
裏
八
行
目
「
ア
カ
金
サ
イ
ク
」、
重
本

「
銅
ア
カ
金
サ
イ
ク
　
本
ノ
マ
ヽ

細
工
」

（
g
）
光
栄
本
二
四
丁
裏
五
行
目
「
摂
政
ノ
ム
ス
メ
」、
重
本
「
摂
政

ノム
ス
メ
　
本
ノ
マ
ヽ

娘
」

（
h
）
光
栄
本
二
九
丁
裏
八
行
目
「
出
家
ノ
ス
ナ
ハ
チ
」、
重
本

「

則

ス
ナ
ハ
チ
　
本
ノ
マ
ヽ」

（
i
）
光
栄
本
三
〇
丁
裏
一
行
目
「
行
時
ト
云
者
ノ
ム
ス
メ
」、
重
本

「
行
時
ト
云
者
ノ

娘

ム
ス
メ
　
本
ノ
マ
ヽ」

（
j
）
光
栄
本
三
〇
丁
裏
三
行
目
「
ム
コ
ニ
シ
タ
ル
」、
重
本

「
聟
ム
コ
　
本
ノ
マ
ヽ」

（
k
）
光
栄
本
三
一
丁
表
六
行
目
「
ム
ス
メ
ア
ハ
セ
」、
重
本

「

娘

ム
ス
メ
　
本
ノ
マ
ヽア
ハ
セ
」

（
l
）
光
栄
本
三
一
丁
表
七
行
目
「
ム
ス
メ
オ
ホ
カ
ル
」、
重
本

「

娘

ム
ス
メ
　
本
ノ
マ
ヽオ
ホ
カ
ル
」
※
以
下
、「

娘

ム
ス
メ
　
本
ノ
マ
ヽ」
は
、
和
田
本
三
一
丁

裏
七
行
目
・
八
行
目
、
三
二
丁
表
四
行
目
・
六
行
目
、
三
六
丁
表
一

行
目
・
四
行
目
、
四
四
丁
表
六
行
目
に
見
ら
れ
る
。

（
m
）
光
栄
本
四
一
丁
裏
二
行
目
「
切
（
以
下
、
五
字
分
破
損
）」、

重
本
「
切キ
リ

伏
フ
セ
　
本
ノ
マ
ヽ

テ

殺
コ
ロ
　
本
ノ
マ
ヽシ

テ
」

（
n
）
光
栄
本
四
四
丁
表
四
行
目
「
時
子
モ
マ
ウ
ケ
ヌ
ニ
」、
重
本
「
時

子
モ

儲

モ
ウ
ケ
　
本
ノ
マ
ヽヌ

ニ
」

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
重
本
は
仮
名
表
記
に
多
く
漢
字
を
宛
て
る
傾

向
に
あ
り
、
光
栄
本
は
原
本
の
用
字
表
記
を
残
し
な
が
ら
書
写
す
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
で
光
栄
本
は
用
字
表
記
を
残
し
て
い
る
も
の
の
、
本
文
を
修

訂
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
は
、
貼
紙
の
注
記
に
よ
っ
て
確
か

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
光
栄
本
巻
五
「
コ
ノ
尹
明
候
ナ
シ

タ
ル
者
ニ
テ
」（
傍
線
は
稿
者
）
に
貼
紙
（
本
文
同
筆
）
が
見
ら
れ
、「
者

マ
テ　

原
本
」
と
あ
る
。
重
本
の
本
文
は
「
者
マ
テ
」
と
あ
る
た
め
、

用
字
表
記
は
と
も
か
く
、
原
文
を
そ
の
ま
ま
書
写
す
る
傾
向
が
見
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
光
栄
本
巻
五
に
は
、
校
訂
を
加
え
た
場
合
に
、

原
本
の
本
文
を
貼
紙
で
注
記
す
る
性
質
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
元
本
」

「
原
本
」
と
し
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
本
文
が
、
重
本
の
本
文
と
一
致
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す
る
こ
と
は
、
他
に
も
次
の
よ
う
な
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
a
）
光
栄
本
巻
五
「
正
清
ノ
ケ
シ
キ
ヲ
カ
サ
ト
リ
テ
」
貼
紙
「
清

正　

元
本
」、
重
本
「
清
正
」

（
b
）
光
栄
本
巻
五
「
頼
朝
ヲ
」
貼
紙
「
義
朝　

原
本
」、
重
本
「
義頼

カ

朝
ヲ
」

（
c
）
光
栄
本
巻
五
「
立
坊
」
貼
紙
「
防　

元
本
」、
重
本
「
立
防
」

（
d
）
光
栄
本
巻
五
「
法
住
寺
」
貼
紙
「
法
住
寺
以
下
原
本
ニ
コ

ト
〳
〵
ク
法
＊
（
人
偏
＋
四
本
の
横
画
の
「
主
」）
ト
ア
リ
ケ
リ
」、

重
本
「
法
＊
（
人
偏
＋
四
本
の
横
画
の
「
主
」）
寺
」

（
e
）光
栄
本
巻
五「
僧
ノ
ア
ヽ
ト
」貼
紙「
ア
ヽ
ト　

ア
ニ　

元
本
」、

重
本
「
僧
ノ
ア
ニ
ト
」

　

特
に
傍
線
を
引
い
た（
d
）は
特
徴
的
な
も
の
で
あ
り
、「
住
」の
旁（
横

画
四
本
）
ま
で
も
原
本
に
基
づ
い
て
書
写
し
て
い
る
の
が
、
重
本
の
特
色

で
あ
る
。
原
本
の
光
圀
本
を
確
認
し
て
も
、
確
か
に
「
住
」
の
旁
は
、
横

画
が
四
本
見
ら
れ
る
。

　

以
上
の
重
本
巻
六
に
お
け
る
傍
記
や
、
光
栄
本
巻
五
に
お
け
る
貼
紙
の

原
本
注
記
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
重
本

の
場
合
は
用
字
表
記
や
行
取
り
は
注
意
し
て
い
な
い
が
本
文
内
容
は
原
本

に
忠
実
に
写
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
光
栄
本
の
場
合
は
、
用

字
表
記
は
原
文
通
り
だ
が
積
極
的
に
本
文
内
容
を
校
訂
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
光
圀
本
か
ら
さ
ら
に
改
変
が
加
え
ら
れ
た
近
世
中
期
の

光
栄
本
や
重
本
を
、
素
性
の
良
い
本
文
で
あ
る
と
見
て
、
校
訂
に
利
用
す

る
こ
と
に
は
慎
重
に
な
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
愚
管
抄
』
巻
五

の
兼
実
の
台
詞
、

右
大
臣
オ
モ
ヒ
キ
リ
テ
、「
一
定
謀
叛
ノ
証
拠
ナ
ク
テ
、
サ
ウ
ナ
ク

サ
程
ノ
寺
ヲ
追
討
ハ
サ
ラ
ニ
ヱ
候
ハ
ジ
。
就
レ

中
春
日
大
明
神
日
本

第
一
守
護
ノ
神
明
也
。王
法
仏
法
如
二

牛
角
一

。不
レ

可
レ

被
レ

滅
」之
由
、

愚
詞
申
サ
レ
ニ
ケ
レ
バ
、（
日
本
古
典
文
字
大
系
二
五
〇
頁
）

の
傍
線
部
に
見
え
る
「
愚
詞
」
に
関
し
て
、
か
つ
て
塩
見
薫
氏
は
、
光
栄

本
に
「
尽
レ

詞
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
校
訂
の
参
考
に
な
る
こ
と
を
説

い
た
が（
７
）、

諸
本
を
確
認
す
る
と
、
光
栄
本
を
除
く
本
は
、
次
に
掲
げ
る
よ

う
に
、
い
ず
れ
も
「
愚
詞
」
な
の
で
あ
る
。

島
・
彰
・
滋
・
光
圀
・
重
・
図
・
紅
・
東　
「
愚
詞
」

光
栄
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
尽
レ

詞
」
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光
栄
本
と
共
通
の
親
本
を
持
ち
、
光
栄
本
よ
り
本
文
を
忠
実
に
書
写
し

た
と
見
ら
れ
る
重
本
や
、
そ
も
そ
も
親
本
の
光
圀
本
に
「
愚
詞
」
と
あ
る

点
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
尽
レ

詞
」
は
光
栄
本
に
顕
著
な
修
訂
の
一
環
で
あ
っ

た
と
見
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
光
栄
本
や
重
本
の
価
値
は
本
文
校
訂
に
お
い
て
有
益

で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
光
圀
が
青
蓮
院
に
寄
進
し
、
多
武
峰

の
学
僧
が
書
写
し
て
伝
え
た
と
い
う
、
そ
の
伝
来
に
こ
そ
見
出
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
伝
来
史
的
背
景
に
関
し
て
は
次
節
で
考
察
し
た
い
。

（
四
）�

尊
証
と
光
圀
の
関
係

─
光
栄
本
及
び
重
本
の
伝
来

史
的
意
義

　

重
要
な
の
は
、
光
栄
本
、
重
本
の
親
本
で
あ
る
光
圀
本
が
、
現
状
確
認

で
き
る
『
愚
管
抄
』
の
本
文
史
上
、
初
め
て
、
徹
頭
徹
尾
、
漢
字
・
片
仮

名
交
じ
り
の
本
文
を
有
し
て
い
る
見
本
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。『
愚

管
抄
』
の
享
受
史
に
お
い
て
は
、
中
世
の
古
筆
資
料
に
お
け
る
平
仮
名
書（
８
）

や
、
近
世
初
期
の
古
写
本
に
お
け
る
平
仮
名
・
片
仮
名
・
漢
字
交
じ
り
本

文
が
中
心
で
あ
り
、
全
巻
通
じ
て
漢
字
・
片
仮
名
交
じ
り
本
文
を
有
す
る

事
例
は
見
出
し
難
い
の
で
あ
る
。
延
宝
年
間
に
彰
考
館
の
修
史
事
業
を
経

て
蒐
集
さ
れ
た
『
愚
管
抄
』
の
取
り
合
わ
せ
本
を
も
と
に
、
以
降
、
天
和

頃
に
掛
け
て
、
片
面
一
〇
行
書
の
漢
字
・
片
仮
名
交
じ
り
表
記
に
統
一
・

清
書
さ
れ
青
蓮
院
の
尊
証
に
進
呈
さ
れ
た
本
が
光
圀
本
で
あ
っ
た
。

　

本
節
で
は
、
光
圀
と
青
蓮
院
の
密
接
な
交
流
や
、
光
圀
本
の
当
時
に
お

け
る
重
要
性
が
、
三
種
の
光
圀
本
系
の
考
察
を
通
じ
て
浮
か
び
上
が
る
こ

と
を
指
摘
し
、
そ
の
伝
来
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

光
圀
が
『
愚
管
抄
』
を
寄
進
し
た
相
手
は
、
尊
証
親
王
で
あ
り
、
天
和

二
年
で
あ
っ
た
可
能
性
が
光
圀
本
の
箱
書
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
一
方
、

光
栄
本
で
は
「
元
禄
年
中
」
と
す
る
。
そ
の
頃
の
光
圀
と
青
蓮
院
の
交
流

を
調
べ
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
『
華
頂
要
略
』
門
主
伝
第
二
六
上　

元
禄

二
（
一
六
八
九
）
年
九
月
五
日
条
が
注
目
さ
れ
る
。「
常
州
水
戸
薬
王
院
」

が
青
蓮
院
の
末
寺（
９
）と

い
え
ど
も
近
年
中
絶
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
光
圀

の
依
頼
に
よ
っ
て
青
蓮
院
の
「
光
海
」
が
住
持
と
し
て
置
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。
同
月
の
内
に
薬
王
院
の
山
門
の
額
が
整
備
さ
れ
、
元
禄

三
（
一
六
九
〇
）
年
二
月
一
四
日
に
「
二
王
門
」
の
額
も
清
書
さ
れ
た
。

額
の
表
に
「
吉
田
山
薬
王
院
」、
裏
に
「
桓
武
天
皇
勅
願
所
。
二
品
尊
証

親
王
。
我
末
山
」
と
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
く
金
堂
横
の
額

裏
に
「
元
禄
庚
午
六
月
十
有
四
日
二
品
親
王
尊
証
書
以
掲
二

我
末
山
吉
田

山
薬
王
院
金
堂
一

。」
と
あ
り
、
傍
線
に
示
し
た
通
り
尊
証
親
王
の
書
が
水

戸
の
薬
王
院
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
尊
証
の
書
を
薬
王
院
に
掲
げ
る
こ
と

を
頼
ん
だ
の
は
、「
依
二

西
山
宰
相
光
圀
卿
請
一

也
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
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他
な
ら
ぬ
光
圀
自
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
年
八
月
二
二
日
に
は

御
礼
の
た
め
に
光
圀
か
ら
青
蓮
院
へ
「
晒
拾
疋
。
海
苔
一
箱
」
が
進
上
さ

れ
た
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
な
密
接
な
交
流
が
、
元
禄
期
の
光
圀
と
尊
証

の
あ
い
だ
に
あ
り
、『
愚
管
抄
』の
寄
進
も
そ
れ
と
無
関
係
と
は
考
え
難
い
。

　

特
に
尊
証
は
、
慈
円
に
対
す
る
崇
敬
の
厚
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

『
華
頂
要
略
』
門
主
伝
第
二
十
六
上　

元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
九
月

二
一
日
の
記
事
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
慈
円
に
ゆ
か
り
の
深
い
西
山
善
峰
寺

の
本
堂
の
再
興
供
養
が
、
同
年
一
二
月
五
日
に
行
わ
れ
る
に
あ
た
り
、
尊

証
は
式
典
を
祝
福
す
る
書
を
し
た
た
め
て
い
る
。
尊
証
が
能
書
の
人
物
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
元
禄
七
年
一
二
月
九
日
条
の
没
年
記
事
に
よ
り
判
明
す

る
。
そ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
一
〇
月
一
五
日
夜

に
尊
証
は
没
し
た
ら
し
い
（
し
た
が
っ
て
光
圀
本
の
青
蓮
院
へ
の
伝
来
は
、
尊
証

の
没
し
た
元
禄
七
年
一
〇
月
一
五
日
が
下
限
）。
生
前
尊
証
は
、「
我
死
当
レ

瘞
二

干
善
峰
慈
鎮
塔
之
側
一

。」
と
あ
る
よ
う
に
、
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
慈
円

を
顕
彰
す
る
塔
の
側
に
埋
め
る
よ
う
に
、
と
語
っ
て
い
た
と
い
う（

（1
（

。
こ
の

よ
う
に
慈
円
を
強
く
慕
う
尊
証
親
王
に
、「
慈
鎮
和
尚
御
作
」『
愚
管
抄
』

を
贈
っ
た
こ
と
に
は
、
光
圀
の
厚
情
と
配
慮
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
前
稿（

（1
（

で
見
た
よ
う
に
、
江
戸
前
期
に
お

い
て
『
愚
管
抄
』
は
希
世
の
書
で
あ
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
れ
ば
、
尊
証
の

喜
び
も
一
入
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
伝
来
を
考
え
る
上
で
、
光
栄
本
と
重
本
の
関
係
が
特
に
興

味
深
い
の
は
、
青
蓮
院
及
び
多
武
峰
の
蔵
書
印
が
二
本
と
も
同
じ
場
所
に

備
わ
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
本
と
も
、
親
本
で
あ
る
光
圀

ゆ
か
り
の
「
粟
田
口
ノ
御
本
」
を
直
截
に
参
照
し
て
写
し
、
と
も
に
青
蓮

院
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
両
本
は
寸
法
や
表
紙
の

模
様
等
、
外
形
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
青
蓮
院
所
蔵
の
同
じ
本
（
光
圀
本
）
を
、
多
武
峰
の
学
僧
が
、

少
な
く
と
も
二
回
は
書
写
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ

る
。
と
い
う
こ
と
は
、
光
栄
本
と
重
本
は
、
一
時
は
多
武
峰
の
同
じ
書
架

に
保
管
さ
れ
て
お
り
、重
複
し
た
た
め
に
流
出
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

二
回
書
写
さ
れ
た
理
由
は
、
光
栄
本
と
重
本
の
両
者
の
書
写
態
度
の
相
違

か
ら
う
か
が
え
る
両
本
の
役
割
の
違
い
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
前
者
は
、
用
字
表
記
や
行
取
り
を
底
本
の
ま
ま
保
存
し
て
い
な
が

ら
、「
原
本
・
元
本
」
注
記
の
貼
紙
が
見
ら
れ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
本
文
を

校
訂
し
て
い
る
点
で
、
原
本
へ
の
遡
源
を
求
め
る
学
問
的
意
識
が
鮮
明
で

あ
る
。
対
し
て
後
者
は
、
行
取
り
は
意
識
せ
ず
、
漢
字
表
記
を
増
や
し
書

写
す
る
こ
と
で
史
書
と
し
て
の
情
報
把
握
の
し
や
す
さ
、
平
明
性
を
志
向

し
て
お
り
、
こ
の
点
は
近
世
中
期
頃
に
流
布
し
た
『
愚
管
抄
』
写
本
と
同

一
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
両
本
は
親
本
を
同
じ
く
し
な
が
ら
、
書
写
態

度
は
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
あ
り
、書
写
意
識
は
明
確
に
異
な
る
。
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こ
の
こ
と
か
ら
、
同
一
の
底
本
に
よ
る
写
本
二
種
が
同
じ
書
架
に
あ
っ
た

の
は
両
本
の
役
割
の
違
い
に
起
因
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。要
す
る
に
、

光
圀
本
を
底
本
に
、
学
問
的
な
手
続
き
を
経
た
校
訂
本
文
と
、
視
認
し
や

す
い
平
易
な
本
文
が
相
互
補
完
的
に
生
み
出
さ
れ
、
多
武
峰
に
伝
来
し
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

少
な
く
と
も
重
本
が
生
じ
る
ほ
ど
に
、
親
本
の
光
圀
本
が
重
ん
じ
ら
れ

て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
充
分
に
可
能
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
光
栄
本

と
光
圀
本
の
行
取
り
が
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
点
や
、
本
文
の
改
変
が
著
し

い
と
は
い
え
光
栄
本
に
は
「
原
本
・
元
本
」
注
記
の
貼
紙
が
見
ら
れ
る
点
、

重
本
に
も
多
数
の
「
本
ノ
マ
マ
」
注
記
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
点
等
々
か

ら
う
か
が
え
る
、
親
本
を
尊
重
す
る
態
度
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
先
述
の

通
り
、
光
栄
本
の
奥
書
に
は
、
徳
川
光
圀
に
よ
り
、
青
蓮
院
尊
証
親
王
に

贈
ら
れ
た
、「
慈
鎮
和
尚
」
の
「
御
本
」
を
、
慈
円
の
五
百
回
忌
法
要（

（1
（

が

青
蓮
院
で
開
催
さ
れ
た
二
年
後
の
享
保
一
一
年
に
、「
談
峰
蓮
光
院
」の「
光

栄
」
が
書
写
し
た
、
と
見
え
る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
そ
う
し
た
位

置
づ
け
は
よ
り
鮮
明
に
な
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
青
蓮
院
の
重
要

な
先
人
で
あ
る
「
慈
鎮
和
尚
」
の
「
御
作
」
で
あ
り
、
青
蓮
院
と
も
ゆ
か

り
の
深
い
光
圀
や
青
蓮
院
座
主
尊
証
親
王
の
手
を
経
た「
御
本
」と
し
て
、

光
圀
本
が
珍
重
さ
れ
て
き
た
様
相
を
伝
え
る
点
で
、光
栄
本
及
び
重
本
は
、

伝
来
史
的
意
義
を
確
か
に
有
す
る
本
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

（
五
）
結
語

　

本
稿
で
は
、
新
出
写
本
和
田
本
を
中
心
に
、
諸
本
に
お
け
る
位
置
づ
け

及
び
そ
の
伝
来
史
的
意
義
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た
。
諸
本
比
較
を
通

じ
て
和
田
本
が
天
理
本
と
近
似
す
る
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
そ
の
上
で
、
両
本
の
書
写
態
度
の
違
い
か
ら
、
天
理
本
と
和
田
本
は

一
部
巻
が
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
多
武
峰
の
学
僧
が
行
取
り
ま

で
意
識
し
て
書
写
し
た
光
栄
本
（
天
理
本
巻
一
～
五
・
七
、
和
田
本
巻
六
）
と
、

行
取
り
は
意
識
し
て
お
ら
ず
い
っ
そ
う
漢
字
表
記
を
増
や
し
た
重
本
（
和

田
本
巻
五
・
天
理
本
巻
六
）
に
整
理
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
光
栄

本
及
び
重
本
の
原
本
注
記
（
傍
記
・
貼
紙
）
に
注
目
し
、
両
本
が
共
通
の
親

本
を
持
つ
兄
弟
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
両
本
が
底
本
と
し
て
い
る

の
が
、
青
蓮
院
尊
証
親
王
に
寄
進
さ
れ
た
光
圀
本
（
成
簣
堂
文
庫
所
蔵
）
で

あ
る
こ
と
が
光
栄
本
の
書
写
奥
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
二
本
の
比

較
対
照
に
よ
り
、
用
字
表
記
や
行
取
り
は
残
し
て
い
る
も
の
の
親
本
の
光

圀
本
を
積
極
的
に
校
訂
し
本
文
を
改
変
し
て
い
る
の
が
光
栄
本
で
あ
り
、

用
字
表
記
は
変
更
し
て
い
る
も
の
の
光
圀
本
の
本
文
を
忠
実
に
写
し
て
い

る
の
が
重
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。こ
の
二
本
の
意
義
は
、『
愚
管
抄
』

の
校
訂
研
究
に
益
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
光
圀
本
を
基
に
、
ま
っ
た
く
書
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写
意
識
が
異
な
る
写
本
が
同
じ
場
所
で
二
回
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な

り
、
両
本
が
学
問
的
な
手
続
き
を
経
た
校
訂
本
及
び
閲
覧
の
便
に
供
す
る

た
め
に
用
字
表
記
が
整
え
ら
れ
た
視
認
し
や
す
い
本
と
い
う
相
互
補
完
的

な
役
割
を
担
っ
て
多
武
峰
に
伝
来
し
た
こ
と
や
、
近
世
中
期
の
青
蓮
院
や

多
武
峰
に
お
け
る
光
圀
本
を
尊
重
す
る
態
度
が
う
か
が
え
る
点
に
お
い

て
、
伝
来
史
的
意
義
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
光
圀

本
が
贈
ら
れ
た
尊
証
に
関
し
て
、『
華
頂
要
略
』
を
中
心
に
光
圀
と
の
関

係
を
考
察
し
た
。
す
な
わ
ち
江
戸
前
期
に
お
い
て
は
希
世
の
書
で
あ
り
、

青
蓮
院
に
ゆ
か
り
の
深
い
慈
円
著
述
の
『
愚
管
抄
』
が
、
慈
円
を
心
よ
り

慕
い
敬
い
、
没
後
は
慈
円
を
顕
彰
す
る
塔
の
側
に
埋
葬
し
て
ほ
し
い
と
願

う
尊
証
親
王
に
贈
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
自
体
が
、
光
圀
と
尊
証
の

親
密
な
交
流
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
光
圀
本
や

そ
の
影
響
力
を
伝
え
る
光
栄
本
や
重
本
は
、
近
世
に
お
け
る
『
愚
管
抄
』

享
受
の
実
態
を
探
る
上
で
不
可
欠
な
本
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。
本
稿
で

は
充
分
に
検
討
で
き
な
か
っ
た
が
、
彰
考
館
本
と
光
圀
本
と
の
関
係
を
さ

ら
に
実
例
を
あ
げ
な
が
ら
検
証
し
つ
つ
、
そ
の
一
歩
前
の
段
階
で
あ
る
彰

考
館
本
と
林
鵞
峰
旧
蔵
の
林
家
本
の
関
係
を
も
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、『
愚

管
抄
』
の
伝
来
史
研
究
を
通
じ
て
、
近
世
前
期
の
学
問
史
の
一
端
を
今
後

は
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

注（
１
）	

坂
口
太
郎
「『
愚
管
抄
』
校
訂
私
考
」（『
古
代
文
化
』
第
六
八
巻
第
二
号　

二
〇
一
六
年
九
月
）。

（
２
）	

拙
稿
「『
愚
管
抄
』
本
文
再
考
─
島
原
本
の
性
格
と
意
義
─
」（『
中
世
文
学
』

六
七
号　

二
〇
二
二
年
六
月
）。

（
３
）	

天
理
図
書
館
編
『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
和
漢
書
之
部 

第
三
』「
歴
史
科
学　

日

本　

愚
管
鈔
」（
天
理
大
学
出
版
部　

一
九
六
〇
年　

一
〇
七
頁
）、
請
求
記
号

二
一
〇
─
イ
二
七
。

（
４
）	

村
岡
典
嗣『
増
訂
日
本
思
想
史
研
究
』「
愚
管
抄
の
著
作
年
代
編
成
及
び
写
本
」（
岩

波
書
店　

一
九
四
〇
年
）、
初
出
「（
同
題
）」『
史
潮
』
九
─
四
（
一
九
三
九
年

一
二
月
）。

（
５
）	

塩
見
薫
「
愚
管
抄
の
彰
考
館
本
・
野
宮
本
お
よ
び
天
理
本
」（『
史
学
雑
誌
』
六
五

─
一
二　

一
九
五
六
年
一
二
月
）。

（
６
）	

徳
富
蘇
峰
氏
の
旧
蔵
の
七
冊
本
。
川
瀬
一
馬
編
著
『
お
茶
の
水
図
書
館
蔵　

新
修

成
簣
堂
文
庫
善
本
書
目
』「
四
〇
六　

愚
管
鈔
（
付
録
首
）
延
宝
頃
写
」（（
財
）

石
川
文
化
事
業
財
団　

お
茶
の
水
図
書
館　

一
九
九
二
年　

三
七
九
─
三
八
〇

頁
）。

（
７
）	

注
（
５
）
に
同
じ
。
注
（
４
）
の
村
岡
氏
も
、
天
理
本
が
校
訂
の
参
考
に
な
る
旨

を
説
い
て
い
る
。

（
８
）	

以
下
の
①
～
⑤
が
鎌
倉
時
代
、
⑥
⑦
が
南
北
朝
時
代
の
『
愚
管
抄
』
の
断
簡
資
料

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
平
仮
名
表
記
で
あ
る
。
①
『
古
筆
手
鑑
大
成
』
第
十
五
巻　

手
鑑　

三
五　

愚
管
抄
切
（
巻
三
）、
②
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
十
四
巻　

物
語

注
釈
二　

物
語　

歌
論　

歌
謡　

伝
九
条
道
家
筆　

愚
管
抄
切
一
二
三
─
釈
一

（
巻
三
）、
③
『
佐
々
木
勇
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

短
冊
優
品
展
Ⅰ
』H

２　

伝
九

条
道
家
筆　

愚
管
抄
切
（
巻
三
）、
④
『
物
語
古
筆
断
簡
集
成
』
第
一
部　

第

六
八
図　

伝
九
条
教
家
筆
愚
管
抄 　

愚
管
抄
切
（
巻
三
）、
⑤
『
古
筆
切
集　

浄

照
房
蔵
』（
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
資
料
研
究
叢
書
）
愚
管
抄
切
（
巻
七
）、
⑥
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⑦『
皇
室
の
至
宝　

東
山
御
文
庫
御
物
２
』（
毎
日
新
聞
社
）57　

八
曲
小
屏
風（
勅

封
八
八
）（
二
点
、
ツ
レ
の
切
が
屏
風
に
貼
ら
れ
て
い
る
）。
な
お
⑥
⑦
に
関
し
て

は
坂
口
太
郎
氏
の
ご
教
示
に
よ
り
そ
の
存
在
を
知
っ
た
も
の
で
あ
る
。
坂
口
氏
の

御
学
恩
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。　

（
９
）	『
華
頂
要
略
』
巻
八
十
四
「
薬
王
院
号
吉
田
山
又
称
薬
王
寺
ト
モ

在
茨
木
郡
吉
田
郷
」
に
、「
常

州
吉
田
郡
薬
王
院
事
当
門
跡
為
末
寺
之
間
被
成
綸
旨
候
院
中
斗
儀
候
弥
興
隆
仏
法

専
用
候
也
」（
稿
者
注
：
天
文
十
七
年
）
二
月
廿
八
日
尊
鎮
御
判　

薬
王
院
」（
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
真
帳　

請
求
記
号
六
一
七
二
─
二　

九
〇
─
九
一
頁
）

と
あ
り
、
薬
王
院
は
天
文
年
間
に
青
蓮
院
の
末
寺
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

項
に
は
元
禄
年
間
の
再
興
に
際
し
て
、
光
圀
の
書
簡
や
、
尊
証
の
文
書
等
が
確
認

で
き
る
。

（
10
）	

西
山
善
峰
寺
に
は
慈
円
の
塔
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
華
頂
要
略
』
巻
八
十
三

に
は
「
青
蓮
院
門
首
代
々
之
塔
」
行
玄
大
僧
正　

覚
快
親
王　

慈
鎮
和
尚
」
慈
道

親
王　

尊
円
親
王　

尊
道
親
王
」
尊
証
親
王　

尊
祐
親
王
」
此
外
御
東
坡
石
臺
数

多
ア
リ
シ
ガ
秀
吉
ノ

伏
見
」
ノ
城
ヲ
築
ク
時
為
石
垣
奪
取
云

々

寺
僧
嘆
申
」
テ
慈
鎮

和
尚
ノ
御
塔
婆
其
外
少
許
ハ
残
ス
ト
云
」
ヘ
リ
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写

真
帳　

請
求
記
号
六
一
七
二
─
二　

一
一
七
─
八
頁
）と
見
え
る
。巻
七
十
八「
御

寺
務
所　

西
山
善
峰
寺
」
に
も
、「
慈
鎮
和
尚
」
道
覚
親
王
」
尊
円
親
王
」
右
在

御
塔
ノ
欠
石
」
慈
道
親
王
」
尊
道
親
王
」
右
無
御
塔
」
尊
証
親
王
」
尊
祐
親
王
」

右
御
塔
厳
然
タ
リ
」
と
あ
る
（
六
─
七
頁
）。

（
11
）	

注
（
２
）
に
同
じ
。

（
12
）	

別
府
節
子
『
和
歌
と
仮
名
の
か
た
ち
─
中
世
古
筆
の
内
容
と
書
様
』（
笠
間
書
院　

二
〇
一
四
年
）「
第
十
五
章　
『
慈
鎮
和
尚
三
百
年
忌
、
五
百
年
忌
、
五
百
五
十
年

忌
、
六
百
年
忌
和
歌
短
冊
帖
』
に
つ
い
て
」
に
、
五
百
回
忌
に
奉
納
さ
れ
た
和
歌

短
冊
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
華
頂
要
略
』
門
主
伝
第
二
十
七
之
上　

享
保
九
年

九
月
二
十
五
日
条
（
大
日
本
仏
教
全
書
）
に
、
法
要
の
次
第
や
参
列
者
、「
お
ほ

け
な
く
」
の
頭
文
字
を
取
っ
た
三
十
一
首
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

【
付
記
】

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
撮
影
・
複
製
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ

た
所
蔵
機
関
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
新
出
写
本
を
ご
提
供
く
だ

さ
っ
た
所
蔵
者
の
和
田
琢
磨
氏
に
は
資
料
の
閲
覧
・
利
用
の
御
許
可
を
い
た
だ
い
た

の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
御
助
言
・
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。


